
●日時・スケジュール ：２０２６年１１月７日（土） 午前9時～午後4時

午前9時：ＪＲ備中高梁駅集合 ※貸し切りバスで終日移動

午前中 ：備中松山城へ （国指定重要文化財）

※ 新島先生も訪問した最も高い現存天守の名城

昼 食 ：恋美豆腐 『雲白』 ※ ミシェランガイド2021掲載

自家製豆腐を使った豆腐料理が味わえる人気店

午 後 ：頼久寺庭園を訪問

国指定重要文化財 小堀遠州作の名庭園

：日本キリスト教団高梁教会を訪問（岡山県指定史跡）

※１８８９年新島先生の遺志を継いで設立された教会

岡山県では最も古い会衆派（プロテスタント）教会

・校友の山本真司牧師による講話 『新島先生と高梁』

・西ドイツ製 リードオルガンの演奏

・校友OB OGバンド『べそでのびあ』による演奏会

午後4時：ＪＲ備中高梁駅にて解散

●対象者 ：校友とそのご家族（先着30名様）

●参加費 ：5,000円(中学生以下 4,000円)（備中松山城入場料、昼食代含）

●申込方法：総会の出欠はがき、又は右記QRｺｰﾄﾞから、
お名前、卒業年次、参加人数、携帯電話番号、
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽのご入力をお願いします。

●電話でのお申込み、お問合せ：090-1357-1562（中崎）

●締め切り：10月9日（金）

抜粋：新島襄と草創期の高梁基督教会の史跡巡りマップ より
『新島襄は1843年安中藩板倉家の江戸藩邸で誕生しました。安中藩板倉家は備中
松山藩板倉家の分家にあたり、その縁で新島は備中松山藩江戸藩邸の師範川田剛に
師事し、川田の推薦で備中松山藩の洋式帆船に２度乗船。最初の航海は1862年で
藩領の玉島まで、そして2度目は1864年に江戸から函館に至り、函館からアメリカに密
入国しました。
帰国した新島は1874年(明治7年)に京都に同志社英学校を設立する傍ら、全国に
キリスト教布教のために駆け巡ります。
新島は援助してくれた旧備中松山藩関係者に格別の恩義と愛着を感じていたようで、
明治13年と16年に高梁を訪れ熱烈な伝道活動を展開すると同時に旧友との再会を
楽しんでいます。
高梁で新島襄の教えを信じた人々が高梁基督教会を設立し高梁の文明開化の担い手となりました。』

2026 同志社校友会 岡山県支部
秋の高梁ツアーのご案内 『新島襄先生所縁の高梁をめぐる』

べそでのびあ（プロフィール）
バンド名はスペイン語で「花嫁のキス」を意味します。結成は
1981年秋でメンバーは同志社大学の軽音楽サークルSMMA
のOB OGとその家族です。懐かしいアメリカンフォーク＆ロッ

クを中心に中四国・関西で演奏活動を続けています。音楽を
通じて自分達の想いを表現すること、聞いて下さる方々に元
気になっていただくことが座右の銘のバンドです。


